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中学校第１学年 理科学習指導案 

 

日 時 令和元年 10月 10日（水）２校時 

指導者 教育センター所員 中島 由晶     

１ 単元名 物質のすがた ３章「物質の状態変化」（「新版 理科の世界 1」大日本図書） 

    

２ 単元について 

（１）単元観 

本単元は，物質の状態が変化する様子についての観察，実験を行い，結果を分析して解釈し，物質の状

態変化を粒子のモデルと関連付けて理解する単元である。単元の内容は，小学校第４学年で学習した「水

は温度によって水蒸気や氷に変わること」，「水が氷になると体積が増えること」を踏まえて構成されてい

る。本単元では，物質を加熱したり冷却したりすると状態が変化することを観察し，状態変化は物質その

ものが変化するのではなくその物質の状態が変化するものであることや，状態変化によって物質の体積は

変化するが質量は変化しないことを見いださせ，粒子のモデルと関連付けて理解させることがねらいであ

る。また，物質が状態変化するときの温度を測定し，融点や沸点は物質によって決まっていること，融点

や沸点の測定により未知の物質を推定できること及び沸点の違いを利用して混合物から物質を分離でき

ることを見いださせることがねらいである。 

 

（２）生徒観 

本学級 30人の生徒は理科の授業に意欲的に取り組んでいる。身の回りの現象に興味・関心を示す生徒が

多く，粒子について基礎的な知識はある程度身に付いている。実験の目的を理解して結果を分析すること

はできるが，仮説の設定や検証計画の立案の段階に課題がある。 

 

（３）指導観 

新学習指導要領では，「探究の過程」を踏まえた授業展開の中で，「主体的・対話的で深い学び」の実現

を目指した授業づくりが求められている。また，学年ごとに指導の重点が示され，１年生では「自然の事

物・現象に進んで関わり，その中から問題を見いだす」活動とされている。そこで，生徒の課題を踏まえ，

本単元で身に付けさせたい資質・能力を「見通しを持ち，検証できる仮説を設定する力」とした。 

指導に当たっては，仮説や根拠を交流させることで自分の根拠をより明確にさせ，見通しをもち，検証

できる仮説を設定する力を育成していきたい。まず，仮説を立てるときに個人で考える時間を取り，その

中で自分の仮説の根拠まで考えさせるようにする。次に，個人で立てた仮説をグループ内で交流させるこ

とによって自分の根拠をより明確にさせたい。そして，学習課題を解決するための自分の学びの過程を振

り返る活動を行うことで，「全体を振り返って推論したり，改善策を考えたりする力」を育成していきたい。 

 

３ 単元の目標   

・物質の状態変化についての観察，実験を行い，状態変化によって物質の体積は変化するが質量は変化し

ないことを見いだすことができる。 

・物質の状態が変化するときの温度の測定を行い，物質は融点や沸点を境に状態が変化することや沸点の

違いによって物質の分離ができることを見いだすことができる。 
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４ 単元の評価規準 

自然事象への 
関心・意欲・態度 

科学的な 
思考・表現 

観察・実験の技能 
自然事象についての 

知識・理解 

○状態変化と熱，物質

の融点と沸点に関す

る事物・現象に進ん

で関わり，それらを

科学的に探究しよう

とするとともに，事

象を日常生活との関

わりでみようとす

る。 

○状態変化と熱，物質

の融点と沸点に関す

る事物・現象の中に

問題を見いだし，目

的意識をもって観

察，実験などを行い，

粒子のモデルと関連

付けた状態変化によ

る体積の変化，融点

や沸点を境にした物

質の状態変化，沸点

の違いによる物質の

分離などについて自

らの考えを導き，表

現している。 

○状態変化と熱，物質の

融点と沸点に関する

事物・現象について

の観察，実験の基本

操作を習得するとと

もに，観察，実験の計

画的な実施，結果の

記録や整理などの仕

方を身に付けてい

る。 

○ 状態変化によって物

質の体積は変化する

が質量は変化しない

こと，物質は融点や

沸点を境に状態が変

化すること，沸点の

違いによって物質の

分離ができることな

どについて基本的な

概念を理解し，知識

を身に付けている。 

 

５ 指導と評価計画 （全８時間） 

時 主な学習活動 ○ねらい ・学習活動 ［評価規準］【評価方法】 

１ 

○状態変化につい

て観察，実験を行

い，状態変化によ

って物質の体積

は変化するが質

量は変化しない

ことを見いだす

とともに，物質そ

のものは変化し

ないことを理解

する。 

・ろうが状態変化

するときの体積

と質量の変化を

調べる。 

［関心・意欲・態度］ 

物質の状態変化について考え，事象を日常生活との関わ

りでみようとする。【行動観察】 

［思考・表現］ 

物質が状態変化するときの体積変化と質量の保存につい

て，実験結果を基に物質の固有の性質と共通の性質に結

び付けて説明している。【ペーパーテスト，ワークシート】 

［技能］ 

ガスバーナーや電子てんびんを正しく使用し，適切な結

果を得ている。【行動観察，ワークシート】 

［知識・理解］ 

物質そのものは変化しないことについて理解し，知識を

身に付けている。【ペーパーテスト，ワークシート】 

２ 

・エタノールで液

体⇄気体の状態変

化を調べる。 

３ 

○状態変化と物質

の粒子物質が粒

子でできている

ことを理解し，物

質の状態変化に

よる体積や質量

の変化を粒子概

念で説明する。 

・エタノールの状

態変化を粒子の

モデルで説明す

る。 

［関心・意欲・態度］ 

状態変化の粒子モデルについて考え，モデルで説明しよ

うとしている。【行動観察】 

［思考・表現］ 

物質は状態変化しても，粒子のサイズや数が変化しない

ことを，粒子のモデルを使って合理的に説明している。

【ワークシート，発表】 
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４ 

○状態変化すると

きの温度を測定

し，融点や沸点

は，物質の種類に

よって決まって

いること，融点や

沸点の測定によ

り未知の物質の

種類を推定でき

ることを見いだ

す。 

・パルミチン酸を

加熱したときの

温度変化を調べ

る。 

・温度変化をグラ

フに書く。 

・温度計の正しい

使い方を知る。 

［関心・意欲・態度］ 

状態変化している間の温度について，興味をもって進ん

で調べている。【行動観察】 

 

［思考・表現］ 

パルミチン酸を加熱したときの温度変化をグラフで表

し，融点との関係を見いだしている。【ペーパーテスト，

ワークシート】 

 

［技能］ 

パルミチン酸を加熱する実験を安全に正しく行い，適切

な結果の記録を分かりやすく整理している。【行動観察，

ワークシート】 

 

［知識・理解］ 

融点と沸点について理解し，知識を身に付けている。【ペ

ーパーテスト，ワークシート】 

 

５ 

 

・パルミチン酸を

加熱したとき

の温度変化を

調べる。 

 

６ 

○沸点が異なるこ

とを利用して，２

種類の液体の混

合物から物質を

分離できること

を見いだす。 

 

・水とエタノール

の混合物の温度

変化を調べる。 

［関心・意欲・態度］ 

混合物を加熱したときの温度変化について，興味をもっ

て進んで調べている。【行動観察，ワークシート】 

 

［思考・表現］ 

温度変化をしていない時，エタノールが状態変化してい

ることや，蒸留して得られた液体にエタノールが多く含

まれていることについて，自らの考えを導いたりまとめ

たりして，表現している。【行動観察，ワークシート】 

 

［技能］ 

蒸留の実験を安全に正しく行い，結果の適切な記録を分

かりやすく整理している。【ワークシート】 

 

［知識・理解］ 

蒸留について理解しており，知識を身に付けている。【ペ

ーパーテスト，ワークシート】 

 

７ 

・赤ワインを加熱

してエタノール

をとり出せるか

調べる。 

 

６ 本時の目標  

・混合物を加熱したときの温度変化をこれまでの学習を基に仮説を立て，興味をもって進んで調べること

ができる。［関心・意欲・態度］【行動観察，ワークシート】 

・温度変化をしていないとき，エタノールが状態変化していることを，自らの考えを導いたりまとめたり

して，表現することができる。［思考・表現］【行動観察，ワークシート】 

  

本
時 
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７ 本時の展開 （６／７） 

  学習活動 指導・支援 評価【方法】 

６
／
７
（
本
時
） 

課
題
の
把
握 

１ 物質の沸点や，温度変化に
ついて考察する。 

 
 
 
 
２ 本時の学習内容を知る。 
 
 
 

・物質の沸点や，温度変化に注目させる
ために，水の沸点，エタノールの沸点
のグラフを提示する。 
Ａ：水の温度変化のグラフ 
Ｂ：エタノールの温度変化のグラフ 

 
 

 

課
題
の
探
究
（
追
究
） 

３ 仮説を立てる。 
 
 
 
 
４ 意見を交流させ，仮説を再

検討する。 
 
 
 
 
５ 実験による仮説の検証を行

う。 
 
 
６ 温度変化のグラフを作成す

る。 
 
７ 温度変化の様子を確認す

る。 
 

・自分の考えを持つことができるよう
に，各自で水とエタノールの混合物を
加熱した時の温度変化のグラフの予
想と，そう考えた理由を書かせる。 

 
・自分の考えを整理し，多様な考え方と
自分考えを比較するために，班内で意
見を交流させる。 

・その後，仮説を全体で共有し，自分の
仮説を再検討させる。 

 
・実験を滞りなく進めることができるよ
うに，前時の実験で役割分担をして実
験を進めたことなどを想起させる。 

 
・実験結果をグループ内で共有し，各自
でグラフを作成させる。 

 
・考察しやすいようにするために，温度
変化で注目する部分を全体で確認さ
せる。 

・混合物を加熱した
ときの温度変化
について，興味を
もって調べよう
とする。 

［関心・意欲・態度］ 
【行動観察，ワーク
シート】 

 

課
題
の
解
決 

８ 実験の結果について考察す
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
９ 実験の結果についてまと
める。 

 
 
 
 
10 本時の学習内容を振り返
る。 

 
11 次時の学習内容に見通し
をもつ。  

・「温度が変化しているところでは，何が
起きているか？」を問う。 

・具体的に考察ができるように，グラフ
の温度変化をいくつかの部分に分け
て考えさせる。 

・書くことができない生徒には，ヒント
カードを渡す。 

 
 
 
・水とエタノールの混合物は，それぞれ
の沸点近くで温度が一定になる。この
時にそれぞれの物質が液体から気体
に状態変化をしていることに気付か
せる。 

 
・ワークシートに，今日の学習の振り返
りを行わせる。 

 
・赤ワインからエタノールを取り出す実
験を行うことを伝える。 

 

・温度変化をしてい
ないとき，エタノ
ールが状態変化し
ていることを，自
らの考えを導いた
りまとめたりし
て，表現している。 

［思考・表現］ 
【行動観察，ワーク
シート】 

水とエタノールの混合物を加熱したときの温度変化はどうなるだろうか 

根拠をもって説明しよう。 

・温度変化に注目する。 
・いくつかの部分に分けて考える。 
・状態変化しているのは，グラフの
どの部分かを考える。 
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８ 本時の評価規準と判定基準  

本時の評価規準【評価方法】 判断するポイントと指導の手立て 

混合物を加熱したときの温度変
化について，興味をもって進ん
で調べている。 
［関心・意欲・態度］ 
【行動観察，ワークシート】 

おおむね満足（Ｂ）と判断するポイント 
温度変化のグラフと理由を書くことで，興味をもって進んで実験に
取り組んでいる。 
 

十分満足（Ａ）の状況例 
温度変化のグラフと整合性がある理由を書くことで，見通しをもって
実験に取り組んでいる。 
 

指導の手立て（Ｃ） 
・学習活動１を振り返らせ，理由は書けなくても，グラフだけでも記
述できるように支援する。 

・話し合い活動に参加できるように支援する。 
 

温度変化をしていないとき，エ
タノールが状態変化しているこ
とを自らの考えを導いたりまと
めたりして表現している。 
［思考・表現］ 
【行動観察，ワークシート】 

おおむね満足（Ｂ）と判断するポイント 
温度変化と状態変化の関係について書いている。 
 

十分満足（Ａ）の状況例 
温度変化と状態変化の関係について書くことができ，相手に分かりや
すい文章で書いている。 
 

指導の手立て（Ｃ） 
・ポイントを分かりやすく説明し，記述できるように支援する。 
・ヒントカードを提示することで，気付くことができるように支援す
る。 

 


